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＜連絡事項＞

・4/19（土）の準夜チーフが中村ＳＧＭ→藤原英佳さん変更になります。

· 目標面接を5/5（月）より開始していきますので、5/5（月）までに能力開発カードを中村ＳＧＭまでメールにて送信して下さい。

· 西病棟の懇談会は5/12（月）19時～21時30分までの予定です。4/25（金）まで今年の抱負について中村ＳＧＭまでメールで報告をお願いします。

・来月5月は業者が連休となりますので、物品の発注などで時間が掛かりそうな物に関しては来週の21日迄に在庫等を確認し、早目に発注をしていきましょう。

· ローテーション研修時の説明内容は、業務分担表の板に挟んであるものを確認しながら行っていきましょう。

· 北病棟患者様の退院予定が２名いる為、北病棟への移動候補を検討しています。

豊川　豊様、平　勝利様、木村　義重様、佐々木　正則様

＜患者様連絡事項＞

佐々木　正則様　単独外出泊の希望聞かれており、ＰＳＷ末政と話がしたいとの事で伝えています。後日、話し合いにくる予定です。

石切　久様　本日、15：30より家族面談行っています。措置解除の為には、家族が十和田

の裁判所に行かなければ話が進まないとの事で、その旨伝えている。

巴　勇樹様　本日、父様と本人にてデイケア見学を行っています。プログラム内容につい

て説明行っていますが、本人は理解乏しい様子だったとの事です。父様は「いつ退院させてもいいが日中は誰もいない為、その際にデイケアに通って欲しい」と話している。

田端　テル様　ご家族の面会あり、ＰＳＷ末政へ情報提供し今後について話し合っている。今後、介護認定を受ける予定で、施設入所の確認をＰＳＷ末政で行っていく予定。面会に来た際は、ＰＳＷ末政へ電話連絡していきましょう。

スミルスチック（消炎剤）を５本持参されてきており、スタッフ預かりとなっている。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

松橋　清子様　食事摂取量の少なさみられていることから継続にてエンシュアリキッド（栄養剤）２本（朝・夕）７日分処方となる。体重減少もみられている為、高カロリーゼリーやエンシュアリキッドを追加する事を検討している。

　　　　　　　本人希望にて次回定期よりセンナリド（下剤）が止めとなる。また、グリセリン浣腸120ｍｌ施行し普通便中等量の排便ある。今後も排便状況や腹部状態の観察と行っていきましょう。

　　　　　　　４月の定期採血にてアミラーゼ値５３８U/Lと高値の為、再度、明日採血の指示出ている。

久保　清美様　本日より継続にて低血糖時の予測指示１４日分出ている。また、他科受診（眼科）の希望きかれ、紹介状は記入済みです。措置入院の為、ＰＳＷ末政と外出について検討していく事とする。

菅井　浩子様　朝食後、嘔吐あった為、ナウゼリン（消化器官用剤）２Ｔ　１×昼　１回

分処方となる。病状の不安定さみられている為、精神症状・身体症状の観

察を行っていきましょう。

市川　真紀子様　「栄養失調です」と妄想発言きかれ本日の夕より食事形態変更している。朝のみ全粥・常菜、昼と夕は大盛りとなっている。主治医指示にて本日、ハロマンス（精神神経用剤）（100）１Ａ 筋注施行。今後も言動や発言等の精神症状の観察を行っていきましょう。

中川原　義雄様　左上肢の疼痛の訴えあり、ナパゲルン軟膏（鎮痛剤）１本処方となる。

　　　　　　　　作業時、集中できず落ち着かない様子あったとの情報あり、口調の軽さもみられている。自覚を促し、自制を促すようにしていきましょう。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

市川　真紀子様　＃昼夜逆転傾向の為、日課・プログラムに支障あり

　　　　　　　　Ｏ－１．生活習慣　ａ就床前の習慣

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ昼間の過ごし方

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｃ睡眠状態の観察

　　　　　　　　　　２．精神状態（対人関係・思考）

　　　　　　　　　　３．精神疾患（妄想幻聴の有無）

　　　　　　　　Ｔ－１．0：00就床　7：00起床

　　　　　　　　　　２．夜間起きている際は、就床を促す

　　　　　　　　Ｅ－１．睡眠について本人と話し合う

・夜間２時、３時まで起きている事多い為、その都度就床や声掛けを行い、日中の日課への支障がないようリズムを整えていくようにしていきましょう。ケアプラン継続。

菅井　浩子様　＃妄想に左右された発言あり、日課への支障あり

　　　　　　　Ｏ－１．日中の過ごし方

　　　　　　　　　２．他者との接し方

　　　　　　　　　３．妄想発言の有無

４．作業・プログラムへの参加状況

　　　　　　　Ｔ－１．現実に目を向けれるような関わりをもつ

　　　　　　　　　２．患者様の訴えに耳を傾ける

　　　　　　　　　３．患者様と過ごす時間を多くする

・幻聴、妄想に左右された発言や言動多いがプログラム、作業は本人のペースで参加できている。無理のないよう参加を促していく。ケアプラン継続。

　　　　

